
主目的 7 33 5

副目的

款 項 目 大 中

○

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

10,010

費用合計

0.60

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.60

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

・各委員会による行政調査
　調査先の選定・依頼・調整、議員との調整、調査への随行、報告書の受理
・議員の調査研究に資するために会派へ政務調査費を交付
・政務調査費による行政調査
　職員は調査先の選定・依頼・調整、議員との調整、報告書の受理を行う。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

議員が議員活動を展開するために、調査研究を行い、市政への提言を行うとともに、議
員の資質向上を図る。

名称：Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 1 1

行政経営

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

行政運営

1

名称：

地方自治法、小牧市議会政務調査費の交付に関する条例

3 1

会計区分 一般

平成１４年度 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

議員調査研究事業

442

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

議会事務局　

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

18,178

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

18,178

13,229

115.7

15,315

その他財源

12,096

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.60

15,315

0

0

担当係

事業類型

効率的で適切な事務運営を行う

一般会計

地域住民組織

3,2193,219 3,219

Ｈ22決算額

14,959

0

13,229

0.00

対前年比

議事課　

議事調査係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

他市の政策動向や市民ニーズ、社会情勢の探求の手段が狭められ、議員活動に支障
が生じる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

平成23年度は震災の影響を受け、委員会としての調査は回数として少なくなったため、
情報の収集と議員の資質向上をいかに図るか検討を要する。

政務調査費の使途は１円単位で毎月公開され、透明性が図られている。また市政への
反映を目的とした行政調査・視察研究が行われ、加えて鉄道賃における特別車両を利
用しないこことし、コスト削減がなされたため。

委員会による行政調査日数

政務調査費執行状況の公開

事業目的の
達成状況

委員会による行政調査、政務調査費執行状況の公開ともに、指標の目標どおり進捗し
た。

20

20

政務調査費執行状況の公開 月
12

12

12 12

20

業
　
　
　
　
績

箇
所

成
果
指
標

委員会による行政調査日数

活
動
指
標

活動指標名
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H21

月

日
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